


労働時間等見直しガイドラインのポイント

「労働時間等見直しガイドライン」は、
仕事と生活の調和の実現を目指して、
労働時間等の見直しを推進するものです。

「労働時間等見直しガイドライン」は、
仕事と生活の調和の実現を目指して、
労働時間等の見直しを推進するものです。

　労働時間等の設定の改善を含めた仕事と生活の調和の実現に向けた取組は、

●少子化の流れを変え、人口減少下でも多様な人材が仕事に就けるよ
うにし、我が国の社会を持続可能で確かなものとするために必要な
取組であるとともに、

●企業の活力や競争力の源泉である有能な人材の確保・育成・
定着の可能性を高めるものです。

　労働時間等の設定の改善を図ることは、労働者にとって好ましいのみならず

●企業活動の担い手である労働者が心身共に充実した状態で意欲と能
力を十分に発揮できるようにし、企業経営の効率化と活性化、国民
経済の健全な発展にも資するものであり、

●企業にとっては、「コスト」としてではなく、「明日への投資」
として積極的にとらえていく必要があります。

　経営者自らが主導して、職場風土改革のための意識改革等に努め
ることが重要です。3
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８月 夏季休日、土日祝日と計画的付与を
組み合わせて連続休暇に。

7

年次有給休暇の計画的付与制度の導入例

①夏季、年末年始に年次有給休暇を計画的に付与し、大型連休とします。
わが国では、盆（８月）、暮（年末年始）に休暇を設けるケースが多く、これらの休暇に計
画的付与の年次有給休暇を組み合わせることで、大型連休とすることができます。
この方法は、企業もしくは事業場全体の休業による一斉付与方式、班・グループ別の交替制

付与方式に多く活用されています。

②ブリッジホリデーとして３連休、４連休を設けます。
暦の関係で休日が飛び石となっている場合に、休日の橋渡し（ブリッジ）として計画的付与

制度を活用し、連休とすることができます。例えば、土曜日と日曜日を休日とする事業場で祝
日が木曜日にある場合、金曜日に年次有給休暇を計画的に付与すると、その後の土曜日、日曜
日の休日と合わせて４連休とすることができます。また、ゴールデンウィークについても、祝
日と土曜日、日曜日の合間に年次有給休暇を計画的に付与することで、１０日前後の連続休暇
を実現できます。
このように、ブリッジホリデーとして休日が飛び石となっている合間に年次有給休暇を取得

させることは、事前に年単位で休日、休暇の計画を立てることを可能にします。
この方法は、企業もしくは事業場全体の休業による一斉付与方式、班・グループ別の交替制

付与方式に多く活用されています。

③年次有給休暇付与計画表による個人別付与方式
年次有給休暇の計画的付与制度は、個人別に導入することができます。夏季、年末年始、ゴー
ルデンウィークのほか、誕生日や結婚記念日など従業員の個人的な記念日を優先的に充てる
ケースも多いようです。

９月 土曜日と祝日の間をブリッジホリデー
として４連休に
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11月 日曜日と祝日の間をブリッジホリデー
として４連休に
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12 月～ 1月 年末年始休日、土日祝日と計画的付
与を組み合わせて連続休暇に。
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